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シンポジウムの企画の意図
　シンポジストの発表に先立ち，座長から本シンポジウ
ムの企画の意図について説明した。
　今回の学術集会のメインテーマは，「看護支援－対象
の持つ力を活かす技－」である。対象の持つ力を活かす
技の前提として，「対象の持つ力にどのように気づくか」
が課題となる。看護支援の前提故に，その具体的方法に
ついてこれまで充分に言語化されてこなかった。本シン
ポジウムでは，複数の実践領域を取り上げ，それぞれの
実践の中で培われてきた＜対象の持つ力に気づく技＞に
ついて具体的事例を通して浮き彫りにしていきたい。対
象の持つ力の捉え方，対象のもつ力に気づくための姿
勢，気づいた対象の力をどのように支援に活かすかに焦
点をあてていきたい。
全体討論
　シンポジストの発表は，まず笠谷氏より，がん専門病
院患者相談支援センターでの実践に基づきがん患者と家
族の力を支えるがん看護専門看護師の活動について，次
いで鳥田氏より，自身の研究活動に基づき高齢者自身が
もつ力を発揮するための支援のあり方について，近藤氏
より，町保健師の立場から地域住民を対象とした運動教
室の実施を通して対象のもつ力を感じ取る過程とその力
を高めるかかわりの過程について，堂前氏より，慢性疾
患や障害をもつこどものセルフケアに関わる実践に基づ
き対象のもつ力に気づき関わることについて，それぞれ
事例を紹介しながら示唆に富む発表が行われた。
　その後会場からいくつか質問があり，意義深い討議が
行われた。
○ 保健師として，地域に根ざしたかかわり方に工夫があ
るか。
近 藤氏；対象者が地域で果たしている役割や仕事の内容
を把握していれば，それの内容を運動プログラムに取
り入れるなど，生活に無理のない方法を共に考える支
援が可能である。
○ ４名のシンポジストの発表から，対象のもつ力に気づ
くことには看護者と対象者の関係が作用するという印
象をもった。
鳥 田氏；力を引き出すかかわりができていた対象者が急
変した場面に遭遇した看護師の「他の看護師でなく自
分がそこにいてよかった。対象者の生命力にとても感
動した」という言葉が印象に残っている。関係ができ
ているから対象のもつ力に気づくことができるという
こともあるが，対象のもつ力を支援する中で対象者と
の関係に変化が生じるということもある。
○ 対象者の力がうまく発揮されていないような困難な状
況の中で，対象者のもつプラスの力，対象者のよいと
ころに気づくにはどうしたらよいか。
堂 前氏；対象者の力を信じることが大切ではないか。例
えば適切なセルフケア行動ができていない場合，行動
だけに注目するのではなく，その裏にある気持ちや認
識などをアセスメントし，そこにアプローチしながら
関わることによって，対象者が変化し力が発揮されて
いく。
笠 谷氏；対象者の行動や言葉には必ず意味がある。その
言葉の意味を自分の中でよく考えるとともに，周囲の
スタッフとも話し合っていけば見えてくるものがあ
る。自分の中だけで考えるのではなく，周囲に話すこ
とによって頭の中が整理され，対象者の言葉や行動の
意味に気づく訓練にもなる。
鳥 田氏；高齢者の困難事例に対する看護として，看護者
自身の見方を変えることが手法として明らかにされて
いるが，その実践が難しい。看護者自身が対象者をど
のように見ているか振り返り，自身の前提になってい
ることを確認しながら対象者の言葉を捉えていくこと
が専門職の態度として求められるのではないか。
近 藤氏；小さな変化を見逃さず，その時々に必要な支援
をしながら，対象者に自身の力を認識してもらうよう
なかかわりを繰り返していくことによって，対象者の
力に気づき，力を伸ばすことができるのではないか。
　以上のように，短時間ではあったが有意義な討論が行
われた。討論の中で，看護者は対象のもつ力に気づく能
力の開発により一層努めていかなければならないこと，
対象のもつ力に気づくためには，対象の行動の意味を考
えること，対象を捉える自分自身を振り返りその認識に
気づくこと，チームの中でのディスカッションが大切で
あることなどが示唆された。
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